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月
定
例
会
は
12
月
８

　
　

日（
木
）か
ら
12
日（
月
）

ま
で
の
会
期
で
開
催
し
ま

し
た
。
条
例
８
件
、
計
画

変
更
１
件
、
契
約
締
結
１

件
、
補
正
予
算
７
件
が
上

程
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

最
終
日
に
は
、
人
事
案
件

16
件
が
追
加
議
案
と
し
て

提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原

案
ど
お
り
可
決
・
同
意
と

な
り
ま
し
た
。

12
12月

定 例 会 の
あ ら ま し

一
般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算

⼀
般
会
計
９
１
３
０
万
円
を
増
額
補
正
の
ほ
か
︑
農
業
委
員
会
委
員

⼀
般
会
計
９
１
３
０
万
円
を
増
額
補
正
の
ほ
か
︑
農
業
委
員
会
委
員
1515
名
を
同
意

名
を
同
意

⼀
般
会
計
９
１
３
０
万
円
を
増
額
補
正
の
ほ
か
︑
農
業
委
員
会
委
員
15
名
を
同
意

塙町議会だより第161号塙町議会だより第161号 23

【
主
な
内
容
】

・
日
陰
解
消
事
業
立
木
伐
採
委
託
料　

８
０
０
万
円

　

日
陰
解
消
事
業
立
木
伐
採
補
償
金　

１
３
０
万
円

　

主
要
な
国
県
道
沿
線
に
お
け
る
日
陰

解
消
を
図
り
、
冬
期
間
の
道
路
交
通
の

安
全
安
心
を
確
保
す
る
。

・
子
育
て
世
帯
給
付
事
業
給
付
金　
　

２
２
０
５
万
円

　

町
内
の
０
歳
児
か
ら
現
中
学
校
３
年

生
ま
で
に
１
人
当
た
り
２
万
円
、
さ
ら

に
は
来
年
度
小
学
校
・
中
学
校
入
学
予

定
者
に
は
１
人
当
た
り
３
万
円
を
加
算

し
て
給
付
す
る
。

・
子
宮
頸
が
ん
予
防
接
種
助
成

　

５
万
円

　

積
極
的
勧
奨
を
控
え
て
い
た
時
期
に

任
意
接
種
し
た
方
へ
助
成
す
る
。

・
肥
料
高
騰
支
援
給
付
金

　

２
０
３
万
円

　

稲
作
経
営
体
に
給
付
金
を
支
給
す

る
。

・
飼
料
価
格
高
騰
支
援
給
付
金

　

７
９
５
万
円

　

乳
牛
・
肥
育
牛
・
繁
殖
牛
・
飼
育
農

家
に
対
し
て
給
付
金
を
支
給
す
る
。

・
電
気
・
飼
料
高
騰
支
援
給
付
金

１
０
０
万
円

　

養
鶏
事
業
者
に
対
し
て
給
付
金
を
支

給
す
る
。

・
農
業
水
利
施
設
整
備
工
事

　

１
２
０
０
万
円

　

上
渋
井
地
区
用
水
路
整
備
工
事
で
、

未
整
備
水
路
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
水
路
に

改
修
す
る
。

・
観
光
拠
点
施
設
燃
料
高
騰
支
援
給
付

　

金　
　
　
　
　
　
　
　

３
０
０
万
円

　

道
の
駅
は
な
わ
に
対
し
て
電
気
・
ガ

ス
代
値
上
が
り
分
の
一
部
を
補
助
し
、

経
営
の
安
定
化
を
図
る
。

・
農
林
水
産
物
直
売
・
食
材
供
給
施
設

　

臨
時
休
業
営
業
補
償
金　

７
９
万
円

　

道
の
駅
は
な
わ
空
調
設
備
改
修
に
伴

う
飲
食
事
業
臨
時
休
業
の
営
業
補
償

金
。
過
去
３
年
間
の
飲
食
部
門
の
売
上

額
の
平
均
か
ら
休
業
日
相
当
の
売
上
を

算
出
し
、
原
価
相
当
分
の
30
％
を
控
除

し
た
額
を
算
出
し
支
給
す
る
。

・
町
内
宿
泊
事
業
者
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格

　

高
騰
支
援
給
付
金　
　

６
５
０
万
円

　

町
内
宿
泊
８
事
業
者
を
対
象
に
給
付

金
を
支
給
す
る
。

・
湯
遊
ラ
ン
ド
は
な
わ
内
風
呂
修
繕
工

　

事　
　
　
　
　
　
　
　

１
８
５
万
円

　

内
風
呂
に
大
規
模
な
漏
水
が
判
明
し

た
た
め
、
重
油
代
に
も
大
き
く
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
た
め
修
繕
工
事
を
行
う
。

・
湯
遊
ラ
ン
ド
は
な
わ
休
業
補
償
金　

１
８
１
万
円

　

各
種
工
事
を
同
時
に
行
う
こ
と
に
な

り
、
休
館
期
間
を
当
初
予
定
の
10
日
間

か
ら
１
月
15
日
か
ら
１
月
29
日
ま
で
の

15
日
間
に
延
長
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た

め
、
５
日
間
の
休
業
補
償
金
を
株
式
会

社
塙
町
振
興
公
社
へ
支
払
う
。
算
出
方

法
は
、
公
共
用
地
の
取
得
等
に
伴
う
損

失
補
償
基
準
に
基
づ
き
支
給
す
る
。

・
上
町
線
地
質
調
査
業
務
委
託
料

　

５
５
０
万
円

　

児
童
・
生
徒
の
通
学
路
で
あ
る
町
道

上
町
線
の
擁
壁
崩
落
危
険
箇
所
を
未
然

防
止
す
る
た
め
、
工
法
選
定
す
る
た
め

地
質
調
査
す
る
。

・
こ
ど
も
園
南
側
室
外
機
防
音
対
策
工

　

事　
　
　
　
　
　
　
　

４
０
０
万
円

　

近
隣
住
民
へ
の
防
音
対
策
と
し
て
防

音
工
事
を
実
施
す
る
。

　
　

町
職
員
の
定
年
延
長
に
つ
い
て
、

　
　

町
民
に
ど
の
よ
う
に
知
ら
せ
て
い

く
の
か
。

　
　

広
報
は
な
わ
等
で
周
知
し
て
い
く

　
　

考
え
で
あ
る
。

　
　

町
職
員
の
勤
勉
手
当
に
つ
い
て
、

　
　

勤
務
成
績
に
応
じ
て
支
給
す
る
と

あ
る
が
内
容
は
。

　
　

勤
務
評
定
で
50
点
に
満
た
な
い
職

　
　

員
は
率
が
下
が
る
が
、
そ
の
よ
う

な
職
員
は
現
在
い
な
い
。
各
項
目
で
加

点
方
式
に
よ
り
積
み
上
げ
、
点
数
評
価

し
て
い
る
。

　
　

法
面
の
管
理
は
ど
の
よ
う
に
し
て

　
　

い
く
の
か
。

　
　

防
草
シ
ー
ト
を
検
討
し
た
が
当
面

　
　

見
送
り
、
町
の
方
で
維
持
管
理
し

て
い
く
こ
と
と
す
る
。

　
　

湯
遊
ラ
ン
ド
は
な
わ
の
案
内
標
識

　
　

・
看
板
設
置
の
考
え
は
。

　
　

今
後
、
関
係
課
と
協
議
し
検
討
し

　
　

て
い
く
。

　
　

道
路
案
内
標
識
と
矢
羽
根
型
路
面

　
　

標
示　

の
設
置
な
ど
で
あ
る
。
積

算
の
た
め
の
見
積
り
を
３
者
か
ら
と

り
、
そ
の
中
で
一
番
低
い
額
で
積
算
を

し
て
い
る
。

　
　

当
初
計
画
に
な
か
っ
た
信
号
機
が

　
　

八
幡
側
に
設
置
し
て
あ
っ
た
が
そ

の
経
緯
は
。

　
　

当
初
、
交
通
量
を
考
慮
す
る
と
設

　
　

置
は
難
し
い
と
い
う
県
か
ら
の
回

答
で
あ
っ
た
が
、
令
和
４
年
７
月
14
日

に
常
世
北
野
連
合
区
（
八
幡
区
・
水
元

区
・
赤
坂
区
）
が
信
号
機
設
置
の
要
望

書
を
提
出
し
た
と
こ
ろ
、
棚
倉
警
察
署

が
県
警
本
部
と
協
議
し
た
結
果
、
設
置

す
る
方
向
に
な
っ
た
と
い
う
報
告
が
町

に
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
協
議
を
重
ね
設

置
す
る
に
至
っ
た
。

　
　

　
　

こ
ど
も
園
南
側
室
外
機
防
音
対
策

　
　

工
事
の
内
容
は
。

　
　

西
側
に
比
べ
て
規
模
と
数
が
多
い
。

　
　

前
に
あ
っ
た
建
物
が
解
体
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
音
の
拡
散
状
況
が
周
囲

に
広
が
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
た

め
、
近
隣
住
民
へ
の
防
音
対
策
と
し
て

実
施
す
る
。

　
　

エ
ア
コ
ン
室
外
機
が
稼
働
す
る
主

　
　

な
時
期
は
い
つ
か
。

　
　

夏
が
頻
繁
に
稼
働
す
る
。
冬
は
石

　
　

油
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
も
使
用
す
る

た
め
、
夏
に
比
べ
れ
ば
少
な
い
。

　
　

消
防
屯
所
シ
ャ
ッ
タ
ー
修
繕
料
の

　
　

内
容
は
。

　
　

台
宿
の
消
防
団
屯
所
の
シ
ャ
ッ
タ

　
　

ー
で
、
劣
化
に
よ
る
修
繕
で
あ
る
。

　
　

日
陰
解
消
事
業
立
木
伐
採
委
託
料

　
　

・
補
償
金
の
場
所
と
補
償
金
の
算

定
内
容
は
。

　
　

国
道
２
８
９
号
線
・
八
幡
地
内
。

　
　

白
石
石
油
店
の
先
の
日
陰
に
な
っ

て
い
る
箇
所
で
、
冬
場
の
路
面
凍
結
防

止
を
図
る
。
今
回
、
町
の
方
で
買
い
取

り
し
発
注
す
る
。
補
償
金
算
定
は
、
東

北
地
区
用
地
対
策
連
絡
会
の
算
定
標
準

書
に
よ
る
。

？

矢羽根型路面標示（イメージ）

？

変
更
内
容
と
積
算
基
礎
は
。
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︵
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︵
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︶

︵
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︶
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︵
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議案第 45 号 塙町一般職の任期付職員等の採用等に関する条例の一部を改正する条例の制定

原案可決令和 4年福島県人事委員会勧告に準ずる給与改定。①特定任期付職員の期末手当支給割合の改定　②一般
任期付職員給料表の改定     

議案第 46 号 塙町職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例の制定    

原案可決職員の定年に係る運用を国・県に準拠するための改正。①職員の定年を 65 歳とする　②定年を段階的に
引き上げる　③管理職の上限年齢を原則 60 歳とする　④再任用職員がなくなり、定年前再任用短時間勤
務職員を新設     

議案第 47 号 地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例整備に関する条例の制定
原案可決

改正地方公務員法の施行に伴い、職員の定年に係る運用等について、各種条例の所要の改正。

議案第 48 号 議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定

原案可決令和 4年 12 月支給の期末手当を 0.05 月分増額。令和 5年度以降の支給割合については、0.05 月分増額し
た割合（3.15 月）を 6月（1.575 月）および 12 月（1.575 月）支給分に均等に振り分ける。

議案第 49 号 町長等の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制定    

原案可決令和 4年 12 月支給の期末手当を 0.05 月分増額。令和 5年度以降の支給割合については、0.05 月分増額し
た割合（3.25 月）を 6月（1.625 月）および 12 月（1.625 月）支給分に均等に振り分ける。

議案第 50 号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定    

原案可決令和 4年福島県人事委員会勧告の内容に準拠し、職員の給与改定を行うため、当該条例の所要の改正。地
方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴い、条例の整備を行う。

議案第 51 号
東日本大震災による被災者に対する国民健康保険税等の減免に関する条例の一部を改正す
る条例    

原案可決
被災した被保険者に係る国民健康保険税等の減免に係る財政支援が、令和 4年度分まで延長されたことに
より、適切な取り扱いができるよう提案。     

議案第 52 号
塙町下水道事業に地方公営企業法の規定の全部を適用することに伴う関係条例整備に関す
る条例の制定    

原案可決
下水道事業（公共下水道および農業集落排水事業）に地方公営企業法を適用するため、各種条例の所要の
改正。 

議案第 53 号 塙町辺地総合整備計画の変更    

原案可決令和 4年度に実施する予定の事業「町道羽原谷地宝坂線舗装補修事業」について事業費の変更を行い、辺
地対策事業債の対象事業として執行するもの。     

議案第 54 号 工事請負変更契約の締結    

原案可決一級町道川上東河内線の道路改良工事の一部を変更。変更前工事請負金額 5280 万円。変更後工事請負金
額 6070 万円。契約の相手方は深谷建設株式会社　代表取締役　深谷佳孝。

議案第 55 号 令和 4年度塙町一般会計補正予算（第 5号）    
原案可決

歳入歳出それぞれ 9130 万円を追加し、予算総額を歳入歳出それぞれ 77 億 6929 万円とするもの。 

議案第 56 号 令和 4年度塙町国民健康保険特別会計補正予算（第 3号）    
原案可決

歳入歳出それぞれ 63 万円を追加し、予算総額を歳入歳出それぞれ 9億 6295 万円とするもの。

議案第 57 号 令和 4年度塙町農業集落排水処理事業特別会計補正予算（第 2号）

原案可決歳入歳出それぞれ 2195 万円を減額し、予算総額を歳入歳出それぞれ 2億 1510 万円とするもの。なお、集
落排水施設整備事業 6194 万円について、繰越明許費の設定をする。

議案第 58 号 令和 4年度塙町公共下水道事業特別会計補正予算（第 2号）    

原案可決歳入歳出それぞれ 157 万円を追加し、予算総額を歳入歳出それぞれ 2億 6942 万円とするもの。なお、終末
処理場施設管理事業 1843 万円について、繰越明許費の設定をする。

議案第 59 号 令和 4年度塙町介護保険特別会計補正予算（第 3号）    
原案可決

歳入歳出それぞれ 120 万円を追加し、予算総額を歳入歳出それぞれ 12 億 1106 万円とするもの。

議案第 60 号 令和 4年度塙町後期高齢者医療特別会計補正予算（第 1号）    
原案可決

歳入歳出それぞれ 17 万円を追加し、予算総額を歳入歳出それぞれ 1億 1973 万円とするもの。

議案第 61 号 令和 4年度塙町上水道事業会計補正予算（第 1号）    

原案可決収益的収入の予定額を 2億 6458 万円、収益的支出の予定額を 2億 4546 万円、資本的支出の予定額を 1億
7530 万円、第 7条に定めた経費の金額を 3578 万円とするもの。

同意第 3号
塙町農業委員会の委員に占める認定農業者等または認定農業者等に準ずる者の割合を 4分
の 1以上とすること    

同　　意
規定により、農業委員会の委員に占める認定農業者等および準ずる者の割合を少なくとも 4分の 1以上と
することについて、議会の同意を求める。     

同意
第4号～第18号

塙町農業委員会委員の任命

同　　意農業委員会委員の任期が令和 5年 2月 17 日で満了となることに伴い、候補者 15 名を同委員に任命するた
め、規定により議会の同意を求める。任期は、現委員任期満了後の、令和5年 2月18日から令和 8年 2月
17 日までの 3年（1期）。     

議　案　等　の　審　議　結　果　一　覧　表
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観
光
拠
点
施
設
燃
料
高
騰
支
援

　
　

給
付
金
の
積
算
根
拠
と
財
源

は
。

　
　

道
の
駅
は
な
わ
の
電
気
代
・
ガ

　
　

ス
代
高
騰
の
支
援
で
あ
り
、
電

気
代
は
昨
年
度
の
料
金
を
基
に
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
そ
の
上
昇
分
が

約
２
５
０
万
円
、
ガ
ス
代
は
実
績
に

よ
り
値
上
が
り
分
が
約
50
万
円
で
計

３
０
０
万
円
。
財
源
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
を
活
用
す
る
。

　
　

子
育
て
世
帯
給
付
事
業
給
付
金

　
　

は
、
時
限
的
か
恒
久
的
か
。
時

限
的
で
あ
れ
ば
不
公
平
な
も
の
と
な

る
。

　
　

来
年
度
か
ら
も
、
小
学
校
・
中

　
　

学
校
入
学
者
に
対
し
て
給
付
を

続
け
て
い
く
努
力
を
し
た
い
。

　
　

肥
料
高
騰
支
援
給
付
金
は
、
町

　
　

独
自
の
支
給
か
県
の
補
助
が
あ

る
の
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
に
支
給

す
る
の
か
。

　
　

県
の
補
助
金
に
、
県
と
同
じ
基

　
　

準
で
町
分
を
上
乗
せ
し
て
支
給

す
る
。
稲
作
経
営
体
２
９
３
件
に
対

し
て
、
耕
作
面
積
30
㌃
以
上
の
農
家

で
10
㌃
当
た
り
水
稲
５
０
０
円
、
水

稲
以
外
１
５
０
０
円
、
た
だ
し
10
㌃

の
自
家
消
費
相
当
分
を
控
除
す
る
。

　
　

観
光
拠
点
施
設
燃
料
高
騰
支
援

　
　

給
付
金
お
よ
び
町
内
宿
泊
事
業

者
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
支
援
給
付

金
だ
が
、
支
援
の
対
象
が
限
定
さ
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
者
等
へ
対
し

　
　

て
は
、
塙
町
エ
ー
ル
商
品
券
で

応
援
を
し
た
と
い
う
認
識
で
あ
る
。

今
回
は
特
に
、
電
気
代
・
ガ
ス
代
高

騰
の
影
響
を
受
け
て
厳
し
い
状
況
に

あ
る
施
設
を
支
援
す
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

　
　

農
林
水
産
物
直
売
・
食
材
供
給

　
　

施
設
臨
時
休
業
営
業
補
償
金
お

よ
び
湯
遊
ラ
ン
ド
は
な
わ
休
業
補
償

金
だ
が
、
指
定
管
理
し
て
い
る
に
も

関
わ
ら
ず
な
ぜ
町
が
補
償
す
る
の

か
。

　
　

道
の
駅
は
な
わ
に
つ
い
て
は
、

　
　

町
の
施
設
管
理
で
空
調
関
係
の

入
れ
替
え
の
た
め
レ
ス
ト
ラ
ン
等
を

休
業
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た

た
め
。
湯
遊
ラ
ン
ド
は
な
わ
は
、
町

の
各
種
工
事
に
よ
り
休
館
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

指
定
管
理
料
は
施
設
の
管
理
を
委
託

し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
大
規
模
な

修
繕
は
町
の
施
設
の
た
め
町
が
行

う
。
両
方
の
施
設
と
も
、
行
政
側
の

理
由
に
よ
る
業
務
の
内
容
変
更
に
よ

る
た
め
、
休
業
補
償
を
す
る
も
の
で

あ
る
。

役場新庁舎 News
令和４年６月定例会以後の議会関連の経緯を掲載します

令和 4年 7月臨時会
　令和7年度までの継続費設定（総額18億

6200 万円）、令和 4年度一般会計補正予算・

新庁舎関連予算を可決。（賛成 8・反対 4）

令和 4年 10 月臨時会
　庁舎建設第Ⅰ期工事請負契約の締結を、

賛成11・反対１で可決。契約額は13億 7478

万円で、契約の相手方は日本住宅株式会社

郡山支店　支店長　桑島孝昌。完成工期は、

令和 6年 7月 26 日。

内容については、20 ページ参照。

令和 4年 12 月 21 日
　庁舎建設第Ⅰ期工事安全祈願祭が挙行さ

れ、正副議長および各委員長が出席。

新庁舎イメージ

新
庁
舎
建
設
予
定
地
に
あ
る
車
庫
等
の

解
体
作
業

ＡＡQQＡＡQQＡＡ

ＡＡQQＡＡ

QQ

QQ



塙町議会だより第161号塙町議会だより第161号 67

一般質問一般質問一般質問 町政を問う町政を問う町政を問う

金
かなざわ

澤 太
たろう

郎議員 鈴
すずき

木 茂
しげる

議員 吉
よしだ

田 広
ひろあき

明議員

吉
よしむら

村 守
もりひろ

広議員 下
しもじゅう

重 義
よしと

人議員

七
ななみや

宮 広
ひろき

樹議員 菊
きくち

地 哲
てつや

也議員

青
あおと

砥 與
ようぞう

藏議員 吉
よしだ

田 克
かつのり

則議員

・町民の健康増進

・観光振興

・老朽住宅および

  空き家対策

・人口減少対策 ・「不登校」や「引きこ

　もり」対策

・マイクロ発電および

　小水力発電

・庁舎建築

・学校教育の諸課題

・消防団

・町職員の定年延長

・中央省庁に対する要望活動内容

・衆議院小選挙区区割り改正

・子ども第三の居場所

・小中学校の給食内容

・ＩＰ告知システム

・町立図書館

・はなわの秋祭り

・旧常豊小学校校舎

・持続可能な財政

・子ども第三の居場所

　事業

・庁舎建設による町へ

　の経済効果

・公共交通

　田代地域の実証実験

・ＤＸの対策・方向性

・区や集会所の維持・

　管理費

・町民からの声に対す

　る町の対応等

・町長の町政施策およ

　び予算編成方針の考

　え

・塙町振興公社

Ｐ7

Ｐ10

Ｐ12

Ｐ14

Ｐ8

Ｐ11

Ｐ13

Ｐ15

Ｐ9

スマートフォンなどお持ちの方で、
専用アプリでＱＲコードを読み取
ると録画映像がご覧いただけます。

一
般
質
問
と
は

　

議
員
が
町
長
な
ど
に
対
し
、
行
政
全
般
に

わ
た
る
事
務
の
執
行
状
況
や
将
来
の
方
針
等

を
確
認
す
る
も
の
で
す
。
議
会
だ
よ
り
に
掲

載
し
て
い
る
一
般
質
問
は
、
質
問
登
壇
議
員

自
ら
が
原
稿
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

一般質問用
ＱＲコード

　
　
　

健
康
増
進
活
動

に
、
ポ
イ
ン
ト
付
与
で
き

な
い
か
。

　
　
　

行
政
ポ
イ
ン
ト
を

導
入
し
た
く
検
討
し
て
い

る
。
ど
の
よ
う
な
シ
ス
テ

ム
で
導
入
で
き
る
か
な
ど

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

効
果
的
に
す
る
た
め
、
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
配
置

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

活
用
し
た
健
康
づ
く
り
・

町
づ
く
り
を
推
進
す
べ

く
、
日
本
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

協
会
に
協
力
・
連
携
し
て

い
た
だ
く
予
定
で
協
議
を

進
め
て
い
る
。
各
地
域
の

健
康
増
進
リ
ー
ダ
ー
と
な

れ
る
人
材
と
し
て
、
広
く

町
民
の
中
か
ら
公
認
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
養
成
し

て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　
　
　

町
民
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
は
継
続
性
の
問
題

が
あ
る
。
町
で
も
専
任
者

を
確
保
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　

町
で
は
木
育
を
進

め
て
い
る
が
、
歩
育
と
い

う
考
え
も
あ
り
、
教
育
に

も
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
生
か

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
養
成

す
る
方
向
で
進
め
て
い
る
。

　
　
　

健
康
増
進
と
公
園

整
備
を
合
わ
せ
て
は
ど
う

か
。

　
　
　

イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
が
育
ち
、
町
民
が
健

康
に
な
れ
ば
町
財
政
に
も

好
影
響
で
あ
る
。
健
康
増

進
施
設
で
あ
る
湯
遊
ラ
ン

ド
の
周
辺
に
、
公
園
・
遊

歩
道
が
あ
れ
ば
、お
風
呂
・

健
回
炉
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・

森
林
浴
・
お
い
し
い
食
事

等
を
皆
で
楽
し
め
る
、
そ

う
い
っ
た
施
策
展
開
を
図

り
た
い
思
い
が
あ
る
。

自発的に動こう！

金
かなざわ

澤 太
たろう

郎議員

健
康
増
進
活
動
に
ポ
イ
ン
ト
付
与
で
き
な
い
か

ぜ
ひ
進
め
た
い
事
業
の
一
つ
で
あ
る

質
問

答
弁

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

質 問答 弁
質
問

答
弁

　
　
　

老
朽
化
し
た
町
営
住
宅
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

公
営
住
宅
法
の
耐
用
年
限

を
超
え
る
住
宅
が
あ
る
。
安
全
な

住
宅
提
供
の
た
め
、
有
利
な
建
て

替
え
が
で
き
る
よ
う
進
め
て
い

る
。
住
み
替
え
に
よ
る
経
済
負
担

の
影
響
が
出
な
い
よ
う
計
画
す
る
。

　
　
　

空
き
家
対
策
の
費
用
縮
減

策
は
ど
う
な
っ
た
か
。

　
　
　

解
体
費
用
の
無
料
試
算
シ

ス
テ
ム
を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公

開
し
た
。
所
有
者
に
紹
介
し
、
危

険
空
き
家
除
去
の
促
進
を
図
る
。

　
　
　

特
定
空
き
家
対
策
条
例
の

制
定
、
ま
た
、
町
が
解
体
し
た
場

合
の
費
用
請
求
は
ど
う
な
る
か
。

　
　
　

条
例
制
定
の
方
向
で
検
討

し
て
い
る
。
危
険
空
き
家
と
認
定

さ
れ
た
後
、
助
言
・
指
導
・
勧
告
・

命
令
・
戒
告
と
行
政
代
執
行
ま
で

は
一
定
の
期
間
が
あ
る
。
町
が
解

体
し
た
場
合
、
費
用
全
額
を
国
税

徴
収
法
に
基
づ
き
所
有
者
に
請
求

す
る
。
回
収
不
能
と
な
る
可
能
性

は
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

観
光
情
報
を
発
信

し
た
町
民
に
、
ポ
イ
ン
ト

還
元
で
き
な
い
か
。

　
　
　

観
光
資
源
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
か
ら
始
め
る

必
要
が
あ
る
。
広
報
は
な
わ

に
観
光
情
報
発
信
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
、
観
光
資
源
の
魅
力

を
知
っ
て
も
ら
う
。

　
　
　

観
光
資
源
を
生
か

し
た
企
画
を
持
つ
町
民
に
、

宿
泊
施
設
等
と
の
連
携
を

後
押
し
で
き
な
い
か
。

　
　
　

ふ
る
さ
と
産
業
お

こ
し
連
絡
協
議
会
や
観
光

協
会
が
そ
の
役
を
担
う
も

の
と
考
え
る
。
個
人
加
入

可
能
な
の
で
、
ぜ
ひ
参
加

し
て
企
画
実
現
し
て
ほ
し

い
。

　
　
　

ふ
る
さ
と
産
業
お

こ
し
連
絡
協
議
会
が
町
主

導
に
な
っ
て
い
な
い
か
。

　
　
　

復
興
、
風
評
払

ふ
っ
し
ょ
く

拭

の
名
目
で
町
主
導
に
な
っ

て
い
た
。
塙
の
秋
祭
り
よ

り
、
会
員
中
心
に
イ
ベ
ン

ト
を
組
み
立
て
よ
う
と
改

め
て
い
る
。
町
は
財
源
的

な
裏
付
け
に
努
め
る
。

　
　
　

八
幡
太
郎
義
家
の

大
蛇
伝
説
を
調
査
し
て
い

る
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
。
率

先
し
て
関
わ
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
　
　

日
本
史
の
大
発
見

と
な
る
可
能
性
も
あ
り
、

期
待
し
て
い
る
。
県
立
博

物
館
に
協
力
依
頼
中
の
調

査
内
容
も
あ
り
、
一
緒
に

取
り
組
ん
で
い
け
る
方
法

を
検
討
し
て
い
る
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

体
系
的
に
情
報
発
信
す
る
こ
と
は
必
要
不
可
欠

観
光
資
源
を
体
系
的
に
発
信
す
る
よ
う
努
め
る
べ
き

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

特定空き家対策条例の制定は
制定する方向で検討している
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質
問

答
弁

　
　
　

こ
の
10
年
間
で

１
５
５
８
人
町
の
人
口
が

減
少
し
た
。
さ
ら
に
こ
の

５
年
間
は
減
る
ス
ピ
ー
ド

が
加
速
し
て
い
る
、
町
長

の
認
識
を
伺
う
。

　
　
　

国
の
対
策
が
大
き

い
が
、
地
域
の
活
性
化
や

努
力
が
必
要
だ
と
思
わ
れ

る
。

　
　
　

人
口
減
少
対
策
と

し
て
私
が
考
え
る
子
育
て

支
援
策
を
提
言
す
る
が
、

町
長
の
考
え
を
伺
う
。

⑴
出
産
祝
い
金

(

第
１
子
10
万
円
、
第

　

２
子
30
万
円
、
第
３
子

30
万
円)

⑵
保
育
園
第
２
子
か
ら
無

　

料　
⑶
子
育
て
用
品
援
助
額
ア

　

ッ
プ(

月
額
２
５
０
０

　

円
か
ら
５
０
０
０
円
上

　

限)

⑷
給
食
費
無
料(

実
施)

⑸
預
か
り
保
育
、
学
童
保

　

育
無
料

　
　
　

財
政
的
問
題
が

あ
り
検
討
が
必
要
だ
が
、

し
っ
か
り
と
取
り
組
み
た

い
。

　
　
　

対
策
は
総
合
的
な

取
り
組
み
が
必
要
、
若
者

向
け
分
譲
地
が
最
低
20
区

画
必
要
で
あ
る
が
ど
う

か
。

　
　
　

場
所
等
も
勘
案
し

て
ぜ
ひ
考
え
て
い
き
た

い
。

　
　
　

次
に
林
業
の
町
と

い
う
特
色
を
生
か
し
て
若

者
林
業
従
事
者
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
移
住
や
定

住
を
町
内
の
業
者
に
協
力

し
て
も
ら
い
図
る
べ
き
と

思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　

若
い
人
に
限
定
す

る
こ
と
な
く
、
林
業
従
事

者
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊

を
募
集
し
た
い
。
議
員
の

皆
さ
ん
か
ら
も
提
案
や
協

力
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　

移
住
者
の
た
め
の

案
内
人
を
養
成
す
べ
き
と

思
う
が
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
　

ふ
る
さ
と
回
帰
セ

ン
タ
ー
を
有
効
活
用
し
た

い
、
案
内
人
に
つ
い
て
は

勉
強
し
た
い
。

　
　
　

役
場
内
対
策
室
を

設
置
し
担
当
者
を
置
い
て

は
ど
う
か
。

　
　
　

こ
ど
も
支
援
室
を

設
け
、
専
従
者
を
置
き
た

い
。

　
　
　

人
口
減
少
対
策
の

た
め
の
協
議
会
を
設
置

し
、
若
者
や
子
育
て
中
の

方
か
ら
の
考
え
や
、
ア
イ

デ
ア
を
募
り
知
恵
を
絞
っ

て
進
め
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
　
　

ぜ
ひ
進
め
て
い
き

た
い
。

町が危うい！
強力な人口減少対策を提案するが町長の考えは！

財政面も考えしっかりと取り組みたい

鈴
すずき

木茂
しげる

議員

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

子育て支援は
人口減少対策の
一丁目一番地だ！

　
　
　

い
じ
め
の
原
因
以

外
で
も
、「
自
分
の
居
場

所
は
、
こ
こ
で
な
い
」
と

思
っ
た
り
、
我
慢
し
た
反

動
で
不
登
校
に
な
っ
た
り

す
る
が
、
不
登
校
の
実
態

は
増
加
傾
向
に
あ
る
の
か

伺
う
。

　
　
　

不
登
校
は
小
中
学

校
で
６
名
が
い
る
。
急
激

に
増
え
て
い
る
状
況
で
は

な
い
が
、
不
登
校
29
日
以

下
の
児
童
生
徒
が
微
増
傾

向
に
あ
る
。
教
員
が
家
庭

訪
問
を
し
た
り
、
保
健
室

で
の
勉
強
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

で
の
や
り
取
り
や
公
民
館

で
「
あ
す
な
ろ
教
室
」
を

実
施
し
た
り
し
て
い
る
。

エネルギーの
地産地消に水と風

吉
よしだ

田 広
ひろあき

明議員

不
登
校
の
実
態
と
対
策
は

新
た
に
県
立
矢
吹
病
院
と
連
帯
支
援
を
行
う

質
問

答
弁

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

質 問答 弁

　
　
　

義
務
教
育
終
了

後
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で

引
き
こ
も
り

が
増
加
傾

向
に
あ
る
。
実
態
を
把
握

し
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　
　

不
登
校
か
ら
引
き

こ
も
り
に
な
る
こ
と
は
認

識
し
て
い
る
。
民
生
児
童

委
員
さ
ん
が
確
認
し
た
の

は
13
人
で
あ
っ
た
が
、
実

際
に
は
も
っ
と
多
く
の
人

た
ち
が
い
る
と
思
わ
れ

る
。
実
態
把
握
と
情
報
共

有
を
し
な
が
ら
将
来
に
向

け
て
防
止
で
き
る
よ
う
に

対
策
し
た
い
。

　
　
　

対
策
施
設
が
必
要

だ
と
思
う
。
運
営
に
は
、

看
護
師
や
精
神
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
、
就
労
支
援
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
や
共
同
生
活
支
援

施
設
、
ま
た
は
長
期
合
宿

型
就
農
施
設
、
就
労
定
着

施
設
が
必
要
に
な
る
。
４

町
村
の
施
設
と
し
て
、
町

村
会
会
議
の
中
で
議
論
し

開
設
を
考
え
ら
れ
る
か
伺

う
。

　
　
　

国
か
ら
の
取
り
組

み
事
項
や
協
議
会
の
設
置

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
町

村
会
会
議
の
中
で
話
す
。

　
　
　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地

消
が
叫
ば
れ
て
い
る
。
河
川
や

支
流
を
利
用
し
た
、
小
水
力
発

電
や
マ
イ
ク
ロ
発
電
、
ミ
ニ
風

力
発
電
な
ど
に
取
り
組
む
べ
き

だ
と
思
う
。
収
益
は
、
高
齢
化

対
策
、福
祉
対
策
に
使
う
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
考
え
方
を
織
り
込

ん
だ
環
境
保
全
型
事
業
は
可
能

な
の
か
伺
う
。

　
　
　

農
業
用
水
を
利
用
し
た

小
水
力
発
電
は
可
能
で
あ
る
。

土
地
改
良
事
業
、
農
村
整
備
事

業
、地
域
用
水
環
境
整
備
事
業
、

水
路
等
長
寿
命
化
防
災
減
災
事

業
が
あ
り
、「
み
ど
り
の
食
糧
シ

ス
テ
ム
戦
略
」
を
実
行
し
て
い

く
上
で
政
府
と
し
て
推
奨
し
て

い
る
。

　
　
　

町
内
に
上
水
・
排
水
10

施
設
が
稼
働
し
て
い
る
。
小
規

模
発
電
技
術
は
開
発
が
盛
ん
に

進
め
ら
れ
て
お
り
、
上
下
水
道

水
を
利
用
し
た
マ
イ
ク
ロ
発
電

は
「
環
境
ア
セ
ス
」、「
河
川
法
」

な
ど
の
許
認
可
や
諸
経
費
が
少

な
く
、
こ
れ
を
利
用
し
て
上
下

水
道
料
金
の
財
政
負
荷
を
少
な

く
す
る
た
め
に
取
り
組
む
べ
き

で
あ
る
。
設
置
が
可
能
な
の
か

伺
う
。

　
　
　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
の
中

に
環
境
配
慮
型
発
電
が
あ
り
、

法
的
、
技
術
的
に
も
可
能
で
あ

り
多
角
的
に
検
討
し
た
い
。

　
　
　

ミ
ニ
風
力
発
電
な
ど
も

通
販
で
売
っ
て
い
る
。
個
人
設

置
も
可
能
な
時
代
で
あ
る
が
、

補
助
が
可
能
な
の
か
伺
う
。

　
　
　

こ
う
い
う
時
代
な
の

で
、
国
県
な
ど
の
補
助
な
ど
を

調
べ
て
、
ぜ
ひ
検
討
し
た
い
。

可
能
な
限
り
進
め
て
い
き
た
い

小
水
力
発
電
に
取
り
組
む
べ
き

答
弁

質
問

引きこもり対策支援施設が必要では

町村会会議の中で話し合う

水車を利用した
小水力発電施設（イメージ）

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

　引きこもりの定義は、15 歳から
64 歳までの者で、仕事や学校へ行
かず家族以外の人と交流をせずに
６ヶ月以上続けて自宅に引きこもる人

？

？

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

町の将来を担う子どもたち
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上
期
分
の
団
員
報

酬
や
出
動
報
酬
の
支
払
い

方
法
は
。

　
　
　

団
員
報
酬
は
活
動

状
況
報
告
書
で
、
出
動
報

酬
は
出
動
簿
に
よ
り
、
班

長
が
確
認
し
、
分
団
経
由

で
報
告
さ
れ
て
い
る
。
団

員
報
酬
は
３
１
２
名
分

６
５
９
万
円
、
出
動
報

酬
は
延
べ
３
０
５
名
分

34
万
７
千
円
、
団
員
本
人

へ
直
接
支
払
わ
れ
た
。

質
問

答
弁

　
　
　

令
和
４
年
８
月
の

庁
舎
建
設
第
１
期
工
事
の

一
般
競
争
入
札
で
、「
日

本
住
宅
株
式
会
社　

郡
山

支
店
」
が
、
13
億
７
４
７

８
万
円
で
落
札
し
た
。
予

定
価
格
よ
り
も
１
億
円
以

上
も
安
く
、
す
で
に
解
体

工
事
も
始
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
会
社
の
概
要
は
。

　
　
　

設
立
は
昭
和
59
年

４
月
、
本
社
は
岩
手
県
盛

岡
市
、
資
本
金
は
９
０
３

０
万
円
、
売
上
高
は
令
和

３
年
12
月
で
３
７
３
億
円
、

１
都
10
県
に
支
店
が
あ
り
、

郡
山
支
店
は
平
成
18
年
に

開
業
し
た
。
目
標
は
１
兆

円
企
業
で
、
拠
点
を
全
国

へ
と
広
げ
て
い
る
発
展
途

中
の
企
業
で
あ
る
。
受
注

実
績
は
、
岩
手
県
内
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
で
あ
る
。

　
　
　

公
共
工
事
の
実
績

は
。

　
　
　

陸
前
高
田
市
庁
舎

７
階
建
６
９
０
７
㎡
、
宮

古
警
察
署
４
階
建
３
２
０

４
㎡
、
岩
手
県
立
大
槌
病

院
４
階
建
７
７
２
４
㎡
等
。

　
　
　

地
元
業
者
の
下
請

け
に
つ
い
て
は
。

　
　
　

こ
の
会
社
は
土
木

工
事
、
電
気
工
事
、
設
備

工
事
や
塗
装
工
事
等
に
下

請
け
業
者
を
活
用
す
る
こ

と
を
考
え
て
い
る
よ
う
な

の
で
、
町
で
は
業
者
の
指

定
は
で
き
な
い
が
、
で
き

る
だ
け
活
用
す
る
よ
う
に

要
望
し
て
い
る
。

　
　
　

コ
ロ
ナ
対
策
と
し

て
、
新
庁
舎
の
受
付
窓
口

等
に
空
気
清
浄
機
を
設
置

す
る
予
定
は
。

　
　
　

町
民
に
安
心
感
を

与
え
る
た
め
に
も
、
設
置

に
つ
い
て
は
積
極
的
に
検

討
し
て
い
く
。

　
　
　

教
育
委
員
会
に
よ

り
実
施
さ
れ
た
「
令
和
４

年
度
学
校
・
施
設
訪
問
」

の
結
果
は
。

　
　
　

教
育
活
動
の
資
質

向
上
や
、
施
設
お
よ
び
学

習
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い

る
か
等
を
目
的
に
、
各
学

校
や
給
食
セ
ン
タ
ー
、
図

書
館
、
美
術
館
等
を
視
察

し
た
。
施
設
は
多
少
経
年

劣
化
が
あ
る
が
、
修
繕
予

定
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の

他
各
教
育
委
員
に
よ
れ
ば

適
切
な
運
営
、
管
理
が
さ

れ
て
い
る
評
価
だ
っ
た
。

　
　
　

異
文
化
体
験
研
修

事
業
の
内
容
は
。

　
　
　

９
月
５
日
か
ら
小

学
校
５
年
生
59
名
、
９
月

７
日
か
ら
中
学
校
２
年

生
65
名
が
天
栄
村
に
あ

る
「
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ヒ

ル
ズ
」
で
、
１
泊
２
日
で

実
施
さ
れ
た
。
英
国
人
の

生
の
英
語
に
触
れ
た
り
、

テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
を
体
験

し
た
り
し
た
。

　
　
　

国
際
的
な
子
ど
も

を
育
て
る
た
め
に
、
英
語

力
を
身
に
着
け
る
学
習
と

し
て
、
英
語
の
み
の
時
間

帯
を
実
施
し
て
は
。

　
　
　

英
語
の
授
業
で

は
、
外
国
人
教
師
に
よ
り

英
会
話
を
取
り
入
れ
て
い

る
が
、
前
向
き
に
検
討
す

る
。

日本住宅株式会社の概要は

本社盛岡市、資本金９０３０万円

吉
よしむら

村 守
もりひろ

広議員

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

適
切
な
運
営
、
管
理
が
さ
れ
て
い
る

令
和
４
年
度
学
校
・
施
設
訪
問
の
結
果
は

習うより慣れよ

消防庁長官通知の
対応で団員報酬の支払いは
今年から本人へ
直接支給された

　
　
　

地
方
公
務
員
の
定

年
延
長
に
伴
う
改
正
地
方

公
務
員
法
の
施
行
を
受

け
、
町
職
員
の
定
年
延
長

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

く
の
か
。

　
　
　

令
和
５
年
度
か
ら

地
方
公
務
員
の
定
年
が
、

段
階
的
に
２
年
に
１
歳
ず

つ
65
歳
ま
で
引
き
上
げ
ら

れ
る
。
国
、
県
に
準
拠
し

た
形
で
、
条
例
を
改
正
し

て
い
く
こ
と
と
な
る
。辛抱する木に花が咲く　

下
しもじゅう

重 義
よしと

人議員

塙
町
職
員
の
定
年
延
長
は

段
階
的
に
65
歳
ま
で

引
き
上
げ
ら
れ
る

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

　
　
　

物
価
高
騰
に
よ
り

賄
い
費
が
決
ま
っ
て
い
る

中
で
、
小
中
学
校
の
給
食

内
容
に
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
の
で
は
。

　
　
　

一
食
当
た
り
の

平
均
単
価
を
中
学
生
は

３
１
２
円
、
小
学
生
は

２

６

７

円
、

園

児

は

２
５
２
円
と
設
定
を
し
て

い
る
。
で
き
る
だ
け
質
の

低
下
は
さ
せ
ず
、
必
要
が

あ
れ
ば
補
正
予
算
等
に
よ

り
対
応
を
考
え
る
。

質 問答 弁

　
　
　

東
白
川
地
方
町
村
会
に
お
け
る

中
央
省
庁
に
対
し
て
年
々
増
え
る
耕
作

放
棄
地
の
農
業
に
関
し
て
要
望
の
考
え

は
。

　
　
　

「
耕
作
放
棄
地
」
に
関
し
て
は
、

大
変
重
要
な
課
題
と
認
識
し
て
お
り
、

今
後
東
白
川

地
区
の
共
通

な
課
題
と
し

て
検
討
を
し

た
上
で
、
町

村
会
と
し
て

意
見
が
ま
と

ま
れ
ば
国
へ

の
要
望
を
実

施
し
て
い
く

考
え
で
あ
る
。

中央省庁に向けた農業に関しての要望は

町村会としてまとまれば考えたい

　
　
　

衆
議
院
小
選
挙
区

区
割
改
正
で
新
た
に
県

南
・
会
津
地
区
と
の
新
３

区
が
再
編
成
さ
れ
た
が
、

今
後
会
津
地
区
と
の
関
係

を
ど
の
よ
う
に
構
築
し
て

い
く
の
か
。

　
　
　

地
方
特
性
や
気
候

の
違
い
等
を
起
因
と
す
る

課
題
も
数
多
く
、
選
挙
本

来
の
姿
を
鑑
み
れ
ば
こ
の

改
正
が
住
民
の
生
活
に
利

す
る
と
は
考
え
に
く
い
。

今
後
、
会
津
地
方
の
首
長

さ
ん
方
と
協
議
や
意
見
交

換
会
の
場
を
設
け
て
い
く

こ
と
か
ら
始
め
た
い
。

選
挙
区
区
割
り
の
会
津
地
区
と
の
関
係
は

東
・
西
地
方
町
村
会
が
連
携
し
て
協
議

　
　
　

運
営
開
始
に
伴
う
利
用
料
金
や

職
員
採
用
な
ど
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
　

「
子
ど
も
第
三
の
居
場
所
」
事

業
運
営
推
進
委
員
会
で
協
議
検
討
中
で

あ
る
。

　
　
　

Ｂ
＆
Ｇ
財
団
か
ら
の
助
成
金
が

終
了
し
た
後
の
運
営
方
法
は
。

　
　
　

今
後
、
令
和
５
年
度
か
ら
設
置

さ
れ
る
「
こ
ど
も
家
庭
庁
」
が
所
管
す

る
交
付
金
な
ど
を
活
用
し
て
、
利
用
者

や
保
護
者
の
負
担
が
大
き
く
な
ら
な
い

形
で
運
営
を
目
指
し
た
い
。

「子ども第三の居場所」の進
しんちょく

捗状況は

施設利用料金や申込み等を協議

　
　
　

シ
ス
テ
ム
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
等
で
、
Ｉ
Ｐ
告

知
サ
ー
ビ
ス
停
止
中
に
緊

急
災
害
お
よ
び
火
災
が
発

生
し
た
場
合
の
対
処
法
は
。

　
　
　

生
活
環
境
課
と
連

携
し
ス
マ
ホ
等
に
エ
リ
ア

メ
ー
ル
を
流
し
周
知
す
る

ほ
か
、
消
防
団
に
協
力
要

請
す
る
。

物
価
高
騰
に
よ
り
給
食
内
容
に
影
響
は

で
き
る
だ
け
質
の
低
下
は
さ
せ
な
い

Ｉ
Ｐ
告
知
サ
ー
ビ
ス
停
止
中
時
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
対
応
は

ス
マ
ホ
等
に
エ
リ
ア
メ
ー
ル
を
流
し
周
知
を

耕作放棄地（イメージ）

ブリティッシュヒルズ　

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問
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塙
町
の
標
準
財
政
規

模
は
お
よ
そ
40
億
円
と
思
わ

れ
る
が
、
予
算
規
模
は
80
億

円
で
あ
る
。
次
の
世
代
へ
持

続
可
能
な
の
か
。

　
　
　

現
在
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
大
き
く
低
下
さ
せ
な
い

で
財
政
規
模
を
少
し
ず
つ
縮

小
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

一
般
会
計
起
債
残
高

68
億
円
の
う
ち
20
億
円
が
臨

時
財
政
対
策
債
だ
が
、
臨
財

債
の
町
の
考
え
方
は
。

　
　
　

借
金
と
考
え
る
べ

き
。
今
後
、
起
債
額
を
大
き

く
減
ら
す
方
針
。
た
だ
、
財

政
措
置
が
あ
る
分
は
有
利
に

使
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　

臨
財
債
を
使
わ
ず
、

ま
た
財
政
規
模
も
少
し
ず
つ

縮
小
し
て
い
く
こ
と
は
、
将

来
へ
の
責
任
と
評
価
す
る
が

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
今
後
の
方

針
は
。

　
　
　

限
ら
れ
た
財
源
、
人

的
資
源
の
な
か
で
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
見
直
し
は
必
要
と
考

え
る
。
受
益
と
負
担
を
よ
り

明
確
化
し
、
住
民
自
ら
の
責

任
と
判
断
で
地
域
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を
決
め
て

い
く
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
。

　
　
　

塙
町
は
面
積
が
広
く
、

ま
た
少
子
高
齢
化
、
イ
ン
フ

ラ
の
老
朽
化
と
今
後
、
多
く

の
資
金
が
必
要
と
思
わ
れ
る

が
。

　
　
　

業
務
プ
ロ
セ
ス
の
抜

本
的
見
直
し
な
ど
行
政
改
革

へ
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

　
　
　

塙
町
で
は
事
務
事
業

評
価
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　

行
っ
て
い
な
い
。
事

務
事
業
調
整
会
議
と
予
算
査

定
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

　
　
　

事
務
事
業
調
整
会
議

や
予
算
査
定
で
の
方
針
は
。

　
　
　

町
が
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
本
当
に
必
要
な
事

業
か
、
他
に
効
率
的
な
方
法

は
な
い
か
、
利
用
者
の
固
定

化
に
な
っ
て
い
な
い
か
、
将

来
も
継
続
し
て
い
け
る
の
か

と
い
う
視
点
を
持
っ
て
や

る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

　
　
　

庁
舎
建
設
に
伴
う
経

済
効
果
を
。

　
　
　

基
本
は
民
間
同
士
な

の
で
町
は
入
れ
な
い
が
、
飲

食
や
燃
料
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
に
お
い
て
、
波
及
効
果

を
期
待
し
て
い
る
。

役
場
庁
舎
建
設
に
よ
る

経
済
効
果
は

基
本
は
民
間
同
士
だ
が

期
待
は
し
て
い
る

　
　
　

子
ど
も
た
ち
の
困
難
は

多
岐
に
わ
た
る
が
第
三
の
居
場

所
事
業
の
担
当
部
署
は
。

　
　
　

子
ど
も
の
問
題
全
般
を

見
る
子
ど
も
支
援
室
を
新
た
に

つ
く
り
た
い
。

　
　
　

ひ
と
り
の
子
供
も
取
り

残
さ
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
か

ら
、
い
ろ
い
ろ
な
人
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
場
に
変
わ
っ
て
き
て

い
る
と
思
わ
れ
る
が
。

　
　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
部
分

も
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て

い
る
。　
　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
所
と
し
て
も
期
待
し
て
い
る

子
ど
も
第
三
の
居
場
所
事
業
の
目
的
が
変
わ
っ
た
の
か
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質
問

答
弁

　
　
　

現
在
、
業
務
委
託
し
て

い
る
内
田
洋
行
と
、
令
和
４
年

度
で
契
約
が
終
わ
る
と
聞
く
が
。

　
　
　

内
田
洋
行
が
、
図
書
館

事
業
か
ら
撤
退
す
る
こ
と
と

な
っ
た
た
め
。

　
　
　

令
和
５
年
度
か
ら
の
業

務
委
託
先
に
、
当
て
が
あ
る
の

か
。

　
　
　

塙
町
観
光
協
会
に
業
務

委
託
を
考
え
て
い
る
。

　
　
　

塙
町
観
光
協
会
の
事
務

所
は
図
書
館
に
近
い
が
、
分
野

も
違
い
心
配
も
あ
る
と
思
う
。

塙
町
観
光
協
会
に
業
務
委
託
を

す
る
理
由
は
。

　
　
　

建
物
一
帯
で
管
理
が
で

き
、
図
書
館
業
務
に
詳
し
い
事

務
局
長
の
た
め
、
支
障
な
く
運

営
管
理
が
で
き
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。

　
　
　

蓄
積
さ
れ
て
き
た
図
書

シ
ス
テ
ム
の
移
行
に
、
支
障
や

不
具
合
な
ど
の
問
題
は
な
い
の

か
。

　
　
　

今
ま
で
の
シ
ス
テ
ム
を

使
用
で
き
る
の
で
、
問
題
な
く

管
理
運
営
が
で
き
る
。

　
　
　

現
在
、
内
田
洋
行
に
雇

わ
れ
仕
事
を
し
て
い
る
方
々
の

移
行
や
、
給
与
・
処
遇
等
は
。

　
　
　

全
員
が
引
き
続
き
業
務

に
従
事
し
、
給
与
や
処
遇
に
つ

い
て
は
こ
れ
か
ら
具
体
的
に
し

て
い
く
。

　
　
　

今
回
の
開
催
が
手
探

り
状
態
で
あ
り
、
イ
ベ
ン
ト

業
者
へ
の
依
存
度
も
高
く
、

良
い
面
・
悪
い
面
が
合
っ
た

と
思
う
が
、
検
証
は
行
わ
れ

た
の
か
。

　
　
　

検
証
は
行
っ
た
が
、

出
店
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
は
実
施
し
て
い
な
い
。
よ

り
良
い
イ
ベ
ン
ト
に
な
る
よ

う
努
力
し
て
い
く
。

　
　
　

町
の
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
方

向
性
で
道
筋
を
付
け
て
い
く

の
か
。　

　
　
　

町
民
が
つ
く
り
あ
げ

て
い
く
お
祭
り
に
し
て
い
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　

産
業
祭
時
の
「
水
上

俵
引
き
」
の
継
続
や
、
注
目

を
集
め
発
信
力
が
あ
る
提
案

を
募
集
す
る
考
え
は
。

　
　
　

水
上
俵
引
き
は
、
塙こ

う

望ぼ
う
し
ゃ舎　

が
主
催
者
で
行
っ
て

い
た
の
で
今
後
協
議
し
て
い

く
。

町立図書館の今後の運営と管理は

塙町観光協会に業務委託する

七
ななみや

宮 広
ひろき

樹議員

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

　　町民に寄り添った
　　議員で有り続ける

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

答
弁

質
問

答
弁

　
　
　

緑
に
囲
ま
れ
、(

仮
称)

新
雨

谷
橋
も
間
も
な
く
開
通
し
、
２
８
９

号
線
の
改
良
計
画
も
あ
る
。
取
り

巻
く
環
境
は
良
好
で
将
来
性
を
踏

ま
え
、
新
た
な
拠
点
づ
く
り
と
し

て
方
向
性
を
定
め
、
起
業
を
目
指

す
人
や
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
事

務
所
と
し
て
整
え
る
考
え
は
。

　
　
　

で
き
れ
ば
、
老
朽
化
し
て

き
て
い
る
常
豊
地
区
の
代
替
施
設

の
一
部
の
利
用
と
し
て
考
え
て
い

る
。

　
　
　

い
つ
で
も
人
を
呼
び
込
む

た
め
に
は
、雨
漏
り
工
事
や
電
気
・

水
道
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
Wi-

Fi

の
設
置
な
ど
最
低
限
の
環
境
づ
く

り
が
必
要
と
思
う
が
。

　
　
　

こ
れ
か
ら
も
、
し
っ
か
り

維
持
管
理
し
て
い
く
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質 問答 弁

町
財
政
は
持
続
可
能
か

将
来
に
向
け
縮
小
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

次の世代へつなぐ
責任がある

菊
きくち

地 哲
てつや

也議員

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

子どもたちに大人のツケは残せない

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

常
豊
地
区
の
代
替
施
設
の
一
部
の
利
用
と
し
て
考
え
て
い
る

旧
常
豊
小
学
校
校
舎
を

起
業
を
目
指
す
人
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
事
務
所
に

図書館内の様子

質
問

答
弁

　

塙
望
舎
…「
水
上
俵
引
き
競
争
」

や
「
国
際
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
塙
」

を
主
催
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体

？

次回の「はなわの秋祭り」は

年２回、開催したいと思っている

？



　
　
　

町
長
は
町
施
策
に

つ
い
て
、
何
を
基
本
に
捉

え
町
政
運
営
を
行
っ
て
い

る
の
か
。

　
　
　

基
本
理
念
、
次
の

世
代
に
町
を
つ
な
い
で
い

く
思
い
を
実
現
さ
せ
る
た

め
可
能
な
限
り
施
策
を
実

施
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

町
有
施
設
と
子
ど

も
食
堂
の
関
係
は
。

　
　
　

子
ど
も
第
三
の
居

場
所
、
子
ど
も
た
ち
の
食

堂
も
含
め
た
名
称
。

　
　
　

子
育
て
地
蔵
前
の

「
紅
葉
」
木
を
伐
採
す
る

の
は
困
る
声
。
子
ど
も
第

三
の
居
場
所
を
つ
く
る
た

め
の
地
区
説
明
会
等
は
開

い
た
の
か
。

　
　
　

（
教
育
長
）
枝
が

折
れ
や
す
く
危
険
で
あ

る
。い
ず
れ
伐
採
と
な
る
。

は
な
わ
代
官
に
ぎ
わ
い
座

と
は
事
前
に
話
を
し
、
了

承
を
得
て
い
る
。

　
　
　

塙
工
高
は
令
和
５

年
度
か
ら
入
学
を
停
止
す

る
。
町
で
は
以
前
に
存
続

署
名
活
動
運
動
を
し
た

が
、
町
民
に
知
ら
せ
る
義

務
が
あ
る
と
思
う
が
。

　
　
　

廃
校
に
関
し
て
は
、

県
の
所
有
物
で
あ
る
か
ら

町
は
お
願
い
し
て
い
く
し

か
な
く
、
出
発
時
点
か
ら

弱
い
立
場
に
あ
っ
た
。

　
　
　

次
年
度
予
算
編
成

方
針
に
つ
い
て
は
。

　
　
　

令
和
５
年
度
予
算

編
成
方
針
に
つ
い
て
は
、

各
課
等
の
長
お
よ
び
全
職

員
に
指
示
し
た
。
業
務
の

集
約
化
、
効
率
化
、
業
務

プ
ロ
セ
ス
の
抜
本
的
見
直

し
等
を
通
し
、
行
政
改
革

に
積
極
的
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
全
て
の
事
業
に

つ
い
て
必
要
性
、緊
急
性
、

優
先
性
を
点
検
し
、
新
規

事
業
の
創
設
に
つ
い
て
は

必
ず
終
わ
る
時
期
を
設
定

し
て
、
既
存
事
業
に
あ
っ

て
も
原
則
と
し
て
終
期
を

設
け
事
業
廃
止
休
止
も
検

討
す
る
。

　
　
　

町
振
興
公
社
事
業
運
営

お
よ
び
業
務
改
善
支
援
等
業
務

委
託
に
至
っ
た
経
緯
は
。

　
　
　

振
興
公
社
の
経
営
が
悪

化
に
伴
い
、
２
カ
年
に
わ
た
り

経
営
改
善
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

を
派
遣
。
株
式
会
社
旅
館
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
サ
ポ
ー
ト
に
随

意
契
約
。
委
託
料
に
つ
い
て
は

見
積
も
り
を
徴
し
町
で
積
算
設

計
を
し
た
上
で
契
約
に
至
っ
た

経
緯
が
あ
る
。

　
　
　

補
正
だ
け
で
年
３
回
、

コ
ン
サ
ル
か
ら
か
疑
問
。

　
　
　

町
の
施
設
な
の
で
直

す
、
ご
く
自
然
。「
湯
遊
ラ
ン

ド
は
な
わ
」
に
補
助
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。

町施策は、何を基本に

基本理念、次の世代へ
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質
問

答
弁

質 問答 弁　
　
　

町
民
か
ら
声
が
あ
る
。

図
書
館
利
用
時
間
帯
の
延
長
要

望
が
あ
る
が
。

　
　
　

（
教
育
長
）
多
く
の
皆

さ
ま
か
ら
図
書
館
利
用
時
間
帯

を
長
く
す
る
要
望
が
あ
れ
ば
検

討
す
る
。

　
　
　

あ
ぶ
く
ま
高
原
美
術
館

に
「
ハ
ナ
ワ
ク
ジ
ラ
」
の
展
示

要
望
が
あ
る
が
。

　
　
　

（
教
育
長
）
現
在
、
福

島
県
立
博
物
館
で
管
理
さ
れ
て

い
る
。
現
時
点
で
は
正
式
な
学

名
が
決
ま
っ
て
い
な
い
。
ク
ジ

ラ
の
種
類
を
決
め
る
調
査
中
。

今
後
は
国
際
的
な
場
に
論
文
を

提
出
し
調
査
は
完
了
と
な
る
。

調
査
完
了
ま
で
あ
と
一
年
は
か

か
る
。
所
有
関
係
者
の
方
々
が

町
で
の
展
示
を
希
望
す
る
場
合

は
町
と
し
て
も
前
向
き
に
検
討

す
る
。

　
　
　

タ
ヌ
キ
、
ネ
コ
等
小
動

物
の
交
通
事
故
に
よ
る
死
骸
の

扱
い
は
。

　
　
　

町
道
は
生
活
環
境
課
で

死
骸
の
処
理
を
し
て
い
る
。
道

路
管
理
者
が
不
明
の
と
き
な
ど

は
生
活
環
境
課
へ
連
絡
を
。

税金の使い道、
公平で公正に、
疑問の１２月定例会!

吉
よしだ

田　克
かつのり

則議員

町
民
か
ら
の
声
、
対
応
は

要
望
が
あ
れ
ば
検
討
す
る

　
　
　

過
疎
化
に
よ
り
路
線

バ
ス
が
廃
止
さ
れ
、
住
民
の

足
と
な
る
交
通
網
を
ど
の
よ

う
に
し
て
維
持
し
て
い
く
か

は
、
中
山
間
地
域
を
抱
え
る

自
治
体
の
差
し
迫
っ
た
課
題

で
あ
る
。
塙
町
で
は
、
田
代

地
区
・
那
倉
や
片
貝
地
区
の

路
線
か
ら
外
れ
た
地
域
が
多

く
点
在
、
こ
の
地
域
の
公
共

交
通
を
確
保
す
る
必
要
が
あ

り
、
国
土
交
通
省
（
特
例
）

の
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
の

実
証
運
行
の
状
況
を
伺
う
。

今
ま
で
の
実
証
運
行
で
得
ら

れ
た
重
要
な
項
目
は
何
だ
っ

た
の
か
。

　
　
　

平
成
25
年
度
か
ら
デ

マ
ン
ド
バ
ス
・
デ
マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
の
実
証
運
行
を
行
っ

て
い
る
。
現
在
は
、
高
齢
者

支
援
タ
ク
シ
ー
運
行
を
行
っ

て
い
る
。

　
　
　

田
代
地
区
の
実
証
運

行
の
進

し
ん
ち
ょ
く捗

状
況
は
。

　
　
　

福
島
交
通
、
タ
ク

シ
ー
会
社
へ
実
証
運
行
を
依

頼
。
人
材
不
足
・
コ
ロ
ナ
禍

の
対
応
で
実
証
運
行
は
、
遅

れ
ば
せ
な
が
ら
令
和
５
年
１

月
か
ら
２
月
ま
で
運
行
実
施

す
る
。
平
日
運
行
（
２
日
）

で
午
前
８
時
か
ら
午
後
４
時

ま
で
、
前
日
予
約
、
無
償
運

行
す
る
。

　
　
　

対
象
者
・
対
象
地
域

は
。

　
　
　

田
代
地
区
の
高
齢
者

を
対
象
に
、
病
院
・
買
い
物

な
ど
ド
ア
ツ
ー
ド
ア
を
行
っ

て
い
く
。

　
　
　

事
業
運
営
管
理
者
、

運
転
者
は
。

　
　
　

事
業
体
制
が
で
き
る

ま
で
は
行
政
、
そ
の
後
は
話

し
合
い
。

　
　
　

管
理
事
務
方
は
社

協
・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
・
商
工
会
な
ど
が
あ
る

と
思
う
が
。

　
　
　

話
し
合
っ
て
決
め
ら

れ
る
と
良
い
と
思
う
。

　
　
　

事
業
経
費
の
行
政
負

担
・
利
用
者
の
負
担
割
合
に

つ
い
て
は
。

　
　
　

タ
ク
シ
ー
・
バ
ス
料

金
よ
り
安
い
金
額
で
利
用
で

き
る
よ
う
に
す
る
。

　
　
　

事
業
の
出
遅
れ
は
、

地
域
の
期
待
に
説
明
が
必
要

で
は
。

　
　
　

ま
だ
ま
だ
先
が
あ
る

の
で
、
検
討
し
た
い
。

　
　
　

実
証
運
行
の
車
両
は

何
か
。

　
　
　

レ
ン
タ
カ
ー
の
ワ
ゴ

ン
車
。運
転
手
は
プ
ロ
の
方
。

公共交通空白（田代・那倉）
地域のコミュニティバスは
実証運行はコロナ対策で
当初予定より遅れている

青
あおと

砥　與
ようぞう

藏議員

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

質
問

答
弁

　　不
ふばつのこころざし

抜之志

　
　
　

少
子
高
齢
化
、
労
働
力

人
口
減
少
社
会
で
は
、
Ｄ
Ｘ
の

効
率
的
に
研
修
・
運
用
が
必
要

だ
が
。

　
　
　

時
代
に
合
わ
せ
て
対
応

で
き
る
よ
う
に
す
る
。

答
弁

質
問

質
問

国
の
流
れ
・
方
向
に
沿
っ
て
や
っ
て
い
く

な
ぜ
Ｄ
Ｘ
が
始
ま
っ
た
か
を
認
識
し
て
い
た
だ
き
た
い

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

振
興
公
社
経
営
悪
化
に
伴
い

業
務
改
善
支
援
等
業
務
委
託
は

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

　
　
　

少
子
高
齢
化
の
影

響
は
、
行
政
区
の
維
持
に

影
響
を
与
え
て
い
る
。
空

き
家
、
老
人
世
帯
が
増

え
、
区
の
運
営
費
が
減
少

し
て
い
る
。
行
政
区
の
仕

分
け
、
再
編
成
が
必
要
と

思
う
が
。

　
　
　

連
合
区
の
中
で
検

討
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
う
。

　
　
　

回
覧
板
の
折
り
込

み
で
、
戻
っ
て
く
る
資
料

は
な
く
す
べ
き
で
は
。

　
　
　

Ｉ
Ｐ
告
知
に
よ
る

情
報
伝
達
が
あ
る
の
で
、

今
後
検
討
す
る
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

町の花「ダリア」・
「湯遊ランドはなわ」

咲き誇れ

質
問

答
弁

質
問

答
弁

行政区の再編が必要では

連合区で検討していただきたい

質
問

答
弁

デマンド交通（イメージ）



　

以
前
か
ら
ネ
ッ
ト
配
信
の
動

画
を
拝
見
し
て
い
て
、
一
度
生

で
見
て
み
た
い
な
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
生
業
の
関
係
で
日

程
を
合
わ
せ
づ
ら
く
、
二
の
足

を
踏
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
今

回
、
広
報
常
任
委
員
か
ら
お
誘

い
を
受
け
事
前
に
事
務
局
に
連

絡
し
て
日
程
を
確
認
し
、
生
業

休
日
で
あ
る
月
曜
日
の
一
般
質

問
を
拝
聴
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
機
会
を
設
け
て
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

議
場
に
入
場
さ
れ
る
際
、
退

出
す
る
際
に
一
礼
を
さ
れ
る
議

員
・
職
員
の
皆
さ
ん
の
姿
に
驚

き
、
美
し
い
な
と
感
じ
ま
し
た
。

３
名
の
議
員
が
質
問
に
立
た
れ

ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ

特
色
の
あ
る
切
り
口
・
内
容
と

町
長
・
教
育
長
・
担
当
職
員
と

の
や
り
と
り
で
、
と
て
も
興
味

深
く
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
20
年
後
・
30
年
後
を
見

据
え
た
町
の
お
金
の
話
に
つ
い

て
、
町
内
辺
縁
部
の
交
通
弱
者

を
救
う
た
め
の
オ
ン
デ
マ
ン
ド

バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
、
コ
ロ

ナ
に
対
す
る
町
の
姿
勢
に
つ
い

て
、
静
か
に
・
熱
く
・
真し

ん
し摯

に

行
政
担
当
者
と
意
見
を
ぶ
つ
け

合
っ
て
い
て
、
と
て
も
見
応
え

の
あ
る
や
り
と
り
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
こ
の
50
分
か
ら
60
分

を
越
え
る
内
容
を
議
会
だ
よ
り

の
１
ペ
ー
ジ
に
凝
縮
す
る
作
業

は
、
担
当
議
員
の
苦
労
は
大
変

な
も
の
だ
な
と
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。

　

先
日
、
笹
原
幼
稚
園
で
楽
器

演
奏
会
を
し
て
き
ま
し
た
。
20

年
以
上
前
に
初
め
て
呼
ん
で
い

た
だ
い
た
こ
ろ
は
、
年
少
年
長

あ
わ
せ
て
40
人
ほ
ど
園
児
が
い

た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
毎
年

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
年
々
減

少
し
て
今
年
は
病
欠
も
あ
っ
た

の
か
園
児
６
人
で
し
た
。
笹
原

小
学
校
１
年
生
２
年
生
も
幼
稚

園
に
出
向
い
て
参
加
し
て
く
れ

ま
し
た
が
、
総
勢
20
人
足
ら
ず
。

　

始
め
た
こ
ろ
は
町
内
５
カ
所

で
の
演
奏
で
し
た
が
、
統
合
が

進
み
今
年
は
２
カ
所
で
す
。
こ

ど
も
園
１
カ
所
に
な
る
の
は
さ

ほ
ど
遠
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

時
代
の
趨す

う
せ
い勢

（
社
会
の
流
れ
）

と
は
い
え
、
な
ん
と
か
な
ら
な

い
も
の
か
と
本
当
に
感
じ
ま

す
。

　

演
奏
会
場
の
幼
稚
園
遊
戯
室

に
入
る
と
き
に
、
笹
原
小
児
童

が
一
人
ず
つ
「
失
礼
し
ま
す
」

と
言
っ
て
一
礼
す
る
姿
に
感
動

し
ま
し
た
。
整
然
と
園
児
・
小

学
生
に
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
、

演
奏
が
済
ん
で
そ
れ
ぞ
れ
教
室
・

小
学
校
に
戻
る
と
き
も
規
律
正

し
く
。
日
本
の
（
塙
の
？
）
初

等
教
育
は
正
し
い
と
思
い
ま
し

た
。

　

変
に
「
子
ど
も
の
人
権
が
～
、

自
由
な
教
育
が
～
（
云う

ん
ぬ
ん々

）」
と

騒
ぎ
立
て
る
こ
と
な
く
、
礼
儀

正
し
い
筋
の
通
っ
た
子
ど
も
た

ち
の
育
成
を
望
み
ま
す
。

渡
わたなべ

邉 雅
まさお

男さん（川上）

―
傍
聴
し
た
き
っ
か
け
は

令和４年１２月定例会の傍聴者へインタビュー

を実施し、感想や意見をいただきました。

―
傍
聴
し
た
感
想
は

―
町
に
対
す
る
意
見
や
要
望
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あの質問はどうなったのか？
議員の一般質問の中からピックアップし、
その動き・現在の状況を調査します。

こども園への遊具移設は
（令和 2年 12 月定例会）

新庁舎建設の必要性は
（令和2年 12月定例会）

工事請負契約が締結
（令和4年 10月臨時会）

令和3年度末に、木製遊具が設置される

改築することが町にとって最良の選択

令和３年度に旧塙幼稚園・旧塙保育園より移設する計画

答弁

答弁

その後

その後

　令和 2 年 10 月の全員協議会で庁舎の

現状と改修・改築の説明を受けたが、新

庁舎を建設することでよくなることは何

なのか。どこまで機能性のある庁舎なの

かがキーワードになると思うが。

　こども園が開設されたが、築山に設置

された大型すべり台 1台のみで遊具が設

置されていない。

　保育部の年齢では不安定すぎて遊べな

い子が多いこと、身体形成期にさまざま

な遊具を利用して体を育てることが重要

だが、園庭で走り回ることのみでは不足

すると思う。

　当初計画では移設するとしていたが、

いつ移設されるのか。またどういった遊

具を移設する予定か。

　令和 3年 2月の全員協議会で「庁舎改

築」方針決定の説明を受ける。議会では

令和 3 年11月、桑折町および大熊町の

新庁舎を視察。

　令和 4 年10月臨時会において、庁舎

建設第 I期工事を日本住宅株式会社郡山

支店と契約することを可決。令和 6 年 5

月開庁に向けて、現在工事中。
　移設予定であったが、森林環境譲与税
を活用し、県産材を使用した木製遊具が
設置された。
　設置遊具は、こども園の要望に合わせ
たものを設計・設置した。うんてい、す
べり台付複合遊具、鉄棒、登り棒が設置
された。
　開園後 2年経過しての設置完了となっ
たが、教育現場の要望に合うとともに、
木のぬくもりを感じることのできる遊具
設置となった。

　国の有利な財源である「市町村役場機

能緊急保全事業」を活用し改築すること

で、財政負担軽減や住民サービス、災害

への対応等がしっかりできる。

　旧塙幼稚園より8連登り棒・ジャングル

ジム・3連鉄棒、旧塙保育園より大型コン

ビネーション（アイランドコテージ）の移

設を令和3年度に計画している。

役場新庁舎（イメージ）
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所管事務調 査レポート

・
調

査

日

令
和
４
年
10
月
21
日（
金
）

・
場　
　

所　

委
員
会
室
お
よ
び
塙

　
　
　
　
　
　

小
学
校

・
出
席
委
員　

下
重
義
人
委
員
長

　
　
　
　

ほ
か
委
員
全
員（
計
７
名
）

・
調
査
の
ま
と
め

　

幼
稚
園
で
送
迎
バ
ス
に
幼
児
が
置

き
去
り
に
な
り
死
亡
事
故
が
あ
っ
た

た
め
、
当
町
に
お
け
る
乗
降
時
の
安

全
確
認
状
況
を
調
査
し
た
。町
で
は
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
ダ
リ
ア
観
光
バ
ス
、

福
島
交
通
を
利
用
し
て
送
迎
を
実
施

し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
や
幼

稚
園
で
任
意
の
方
法
に
よ
り
、
バ
ス

の
降
車
時
に
運
転
手
や
職
員
が
車
内

に
誰
も
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い

る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
事
件
は
発
生

し
て
い
な
い
と
の
説
明
で
あ
っ
た
。

　

国
で
は
バ
ス
内
に
安
全
セ
ン
サ
ー

等
を
取
り
付
け
る
議
論
が
出
て
い
る

が
、
や
は
り
人
の
目
で
確
認
す
る
こ

と
と
、
欠
席
時
の
対
応
が
重
要
で
あ

り
、
現
在
、
そ
れ
が
確
実
に
実
行
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
が
、

引
き
続
き
危
機
管
理
意
識
を
持
ち
、

事
故
の
未
然
防
止
に
努
め
て
い
た
だ

き
た
い
。

　

学
童
保
育
の
運
営
状
況
に
つ
い
て

も
調
査
し
た
。
実
施
日
は
、
各
学
期

期
間
中
お
よ
び
長
期
休
業
中
、
実
施

時
間
は
、
原
則
平
日
は
下
校
時
よ
り

午
後
６
時
、
実
施
場
所
は
、
各
小
学

校
、
旧
塙
幼
稚
園
で
あ
っ
た
。
料
金

は
月
額
３
千
円
と
な
っ
て
い
る
。
支

援
員
は
11
名
で
対
応
し
て
い
る
が
、

不
足
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
預
か
る

児
童
数
が
多
く
、
手
の
か
か
る
児
童

も
い
る
の
で
支
援
員
の
大
変
さ
を
痛

感
し
た
。
放
課
後
家
に
帰
っ
て
も
見

て
く
れ
る
人
が
い
な
い
家
庭
に
と
っ

て
は
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
預
け
ら

れ
る
事
業
で
あ
り
、
事
故
等
に
注
意

し
て
事
業
を
進
め
て
ほ
し
い
と
感
じ

ら
れ
た
。

・
調

査

日

令
和
４
年
10
月
28
日（
金
）

・
場　
　

所

林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
ふ
く
し
ま
（
郡
山
市
）

　

道
の
駅
ふ
く
し
ま
（
福
島
市
）

・
出
席
委
員　

七
宮
広
樹
委
員
長

 
 
 
 
 
 
 　

ほ
か
委
員
全
員（
計
６
名
）

・
調
査
の
ま
と
め

　

林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
ふ
く
し
ま
は
、

令
和
４
年
４
月
に
開
講
し
研
修
施
設

は
令
和
４
年
９
月
に
完
成
。
長
期
・

短
期
で
14
名
が
研
修
し
て
い
る
。
樹

木
学
・
測
量
・
造
育
林
・
討
伐
・
木

材
加
工
・
各
種
機
械
操
作
な
ど
を
学

び
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
経
た
後

に
林
業
関
係
先
に
就
労
す
る
。

　

施
設
に
は
寮
施
設
も
な
く
、
近
く

に
駅
が
な
い
の
で
、
遠
方
か
ら
通
う

の
に
は
課
題
が
残
る
。
研
修
先
と
し

て
塙
町
笹
原
財
産
区
に
あ
る
町
有
林

の
一
部
を
無
償
で
貸
付
し
て
お
り
、

今
後
の
人
材
育
成
と
効
果
的
な
運
営

に
期
待
し
た
い
。

　

道
の
駅
ふ
く
し
ま
は
、
令
和
４
年

４
月
に
オ
ー
プ
ン
。
初
年
度
の
売
上

目
標
は
８
億
円
だ
っ
た
が
、
10
億
円

に
届
く
と
の
説
明
を
受
け
た
。
東
日

本
大
震
災
の
教
訓
か
ら
の
要
素
も
取

り
入
れ
た
子
ど
も
の
遊
び
場
・
防
災

倉
庫
・
多
目
的
広
場
な
ど
を
併
設
し

た
複
合
的
施
設
で
あ
っ
た
。
高
速
道

路
の
出
入
り
口
に
あ
り
、
災
害
時
の

緊
急
対
応
を
す
る
機
能
や
日
々
の
地

域
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
る
。

総
務
常
任
委
員
会

経
済
常
任
委
員
会

ス
ク
ー
ル
バ
ス
お
よ
び
学
童

保
育
の
運
営
状
況

林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
ふ
く
し
ま
事
業

お
よ
び
地
域
振
興
・
活
性
化
施
設

の
運
営
状
況

・
調

査

日

令
和
４
年
12
月
５
日（
月
）

・
場　
　

所　

議
場

・
出
席
委
員　

吉
田
克
則
委
員
長

　
　
　
　
　
　

ほ
か
委
員（
計
10
名
）

　
　
　
　
　
　

※
議
長
は
職
務
出
席

・
説

明

員　

町
長
、
教
育
長
、

　
　
　
　
　
　

各
課
等
の
長

１
．
調
査
の
結
果

　

個
別
事
業
計
画
に
つ
い
て
、
説
明

員
か
ら
概
要
説
明
を
受
け
計
画
案
全

般
を
了
承
と
し
た
が
、
事
業
継
続
の

必
要
性
や
対
象
者
の
見
直
し
等
を
十

分
精
査
し
た
上
で
、
効
率
的
か
つ
効

果
的
な
行
政
運
営
が
で
き
る
予
算
計

上
を
望
む
。

２
．
主
な
質
疑
（
抜
粋
）

　
　

農
林
推
進
課
所
管
の
地
域
お
こ

　
　

し
協
力
隊
活
動
事
業
だ
が
、
活

動
予
定
の
内
容
は
。

　
　

林
業
関
係
の
協
力
隊
で
あ
る
。

　
　

町
有
林
・
遊
歩
道
整
備
、
菌
床

キ
ノ
コ
等
の
栽
培
、
木
工
分
野
の
技

術
の
継
承
に
努
め
て
い
た
だ
く
。
製

品
製
作
な
ど
。

　
　

地
籍
調
査
事
業
だ
が
、
今
後
の

　
　

調
査
実
施
地
区
の
考
え
は
。

　
　

現
在
、
山
形
湯
舟
地
区
と
田
野

　
　

作
地
区
を
実
施
し
て
い
る
が
、

今
後
山
形
を
横
断
的
に
調
査
し
て
い

き
た
い
考
え
で
あ
る
。

　
　

町
出
身
の
偉
人
漫
画
作
成
事
業

　
　

だ
が
、
ど
の
よ
う
な
方
か
。

　
　

白
石
禎
美
氏
を
漫
画
化
す
る
こ

　
　

と
を
予
定
し
て
い
る
。
町
の
主

な
施
設
で
あ
る
塙
厚
生
病
院
や
塙
工

業
高
等
学
校
、
水
郡
線
磐
城
塙
駅
な

ど
を
自
己
財
源
で
発
展
さ
せ
た
方
で

あ
る
。
１
０
０
ペ
ー
ジ
程
度
の
単
行
本

で
１
５
０
０
冊
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　

小
中
学
校
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

　
　

の
更
新
に
つ
い
て
の
補
助
事
業

は
あ
る
の
か
。

　
　

現
段
階
で
把
握
し
て
い
る
内
容

　
　

で
は
、
更
新
に
つ
い
て
の
補
助

事
業
は
な
い
。

　
　

定
住
自
立
圏
連
携
事
業
に
つ
い

　
　

て
、
成
果
が
あ
ま
り
出
て
い
な

い
。
新
た
な
提
案
等
は
あ
る
の
か
。

　
　

八
溝
地
域
と
白
河
地
域
で
自
立

　
　

圏
構
想
に
参
画
し
て
い
る
。
動

き
が
あ
る
の
は
白
河
地
域
で
あ
る
。

観
光
面
だ
と
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｏ
の
「
ト
キ

オ
バ
」な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、

婚
活
事
業
の
展
開
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

遊
具
等
整
備
事
業
は
、
今
あ
る

　
　

遊
具
を
新
し
く
す
る
の
か
、
そ

れ
と
も
新
た
に
公
園
等
を
整
備
し
て

設
置
す
る
の
か
。

　
　

現
段
階
で
は
今
あ
る
施
設
を
充

　
　

実
さ
せ
る
の
か
、
新
た
な
整
備

を
す
る
の
か
の
検
討
に
至
っ
て
い
な
い

が
、
令
和
６
年
ま
で
に
整
理
し
て
い
く
。

　
　

工
業
団
地
造
成
事
業
に
つ
い
て
、

　
　

ど
こ
に
ど
の
程
度
の
も
の
を
予

定
し
て
い
る
の
か
。

　
　

工
業
団
地
造
成
事
業
は
、
新
た

　
　

に
こ
ち
ら
に
進
出
し
た
い
と
い

う
希
望
が
あ
っ
た
場
合
に
、
あ
る
程

度
の
条
件
の
土
地
に
つ
い
て
調
査
を

す
る
。
ま
た
、
既
存
の
企
業
で
規
模

拡
大
を
す
る
場
合
に
、
調
査
委
託
料

を
活
用
し
て
い
く
。

　
　

町
営
住
宅
集
約
建
替
事
業
に
つ

　
　

い
て
、
建
替
場
所
と
ど
の
程
度

の
も
の
を
建
て
る
の
か
。
ま
た
、
新

し
く
な
る
と
家
賃
が
高
く
な
る
と
思

う
が
、
そ
の
対
応
は
。

　
　

町
道
北
野
松
岡
線
の
改
良
完
成

　
　

後
、
胡
桃
下
団
地
周
辺
に
若
宮
・

大
町
・
南
原
の
町
営
住
宅
の
集
約
を

考
え
て
い
る
。
具
体
的
に
場
所
は
決

ま
っ
て
い
な
い
。
家
賃
の
件
だ
が
、

建
て
替
え
後
は
現
在
の
入
居
者
を
優

先
的
に
入
居
さ
せ
る
。
家
賃
が
上
が

る
懸
念
が
あ
る
が
、
段
階
的
に
据
え

置
い
て
、
負
担
を
か
け
な
い
形
で
家

賃
設
定
を
し
て
い
く
。

　
　

塙
町
脱
炭
素
地
域
計
画
提
案
書

　
　

作
成
事
業
の
詳
し
い
内
容
は
。

　
　

脱
炭
素
計
画
は
、
２
０
５
０
年

　
　

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の

実
現
に
向
け
て
国
が
取
り
組
ん
で
い
く

が
、
塙
町
と
し
て
も
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
た
め
、
計
画
を
策
定
し
推
進
し
て

い
く
。
い
ろ
ん
な
分
野
の
方
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
、
新
し
く
つ
く
っ
て
い
く
。

　
　

防
火
水
槽
整
備
事
業
だ
が
、
八

　
　

幡
地
区
と
あ
る
が
場
所
は
。

　
　

ま
だ
具
体
的
に
決
ま
っ
て
い
な

　
　

い
。
旧
常
豊
小
の
プ
ー
ル
の
取

り
壊
し
が
あ
れ
ば
地
区
の
要
望
を
聞

き
な
が
ら
場
所
の
選
定
を
し
て
い
き

た
い
。

予
算
決
算
常
任
委
員
会

塙
町
振
興
計
画（
実
施
計
画
）案
の
審
議

計
画
期
間

令
和
５
年
度
か
ら
令
和
７
年
度

QQQQ

ＡＡ

ＡＡ ＡＡＡＡＡＡ

QQ

QQ

QQＡＡQQＡＡQQＡＡ

QQＡＡQQＡＡ

活発な質疑が行われました

:

QQ
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時 会 の
あ ら ま し
臨

10 月
　
　

予
定
価
格
の
積
算

　
　

根
拠
は
。

　
　

令
和
４
年
７
月
15

　
　

日
以
降
に
適
用
さ

れ
る
最
新
の
公
共
単
価

で
積
み
上
げ
た
額
で
あ

る
。
県
の
土
木
施
工
単

価
等
に
基
づ
き
積
算
し

て
い
る
。

　
　

基
本
設
計
書
・
実

　
　

施
設
計
書
は
閲
覧

で
き
る
の
か
。

　
　

ま
ち
整
備
課
に
設

　
　

置
し
て
あ
る
の
で

閲
覧
可
能
で
あ
る
。

　
　

審
議
す
る
に
当
た

　
　

り
、
具
体
的
な
内

容
を
事
前
に
知
ら
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
　

議
案
書
・
予
算
書

　
　

等
を
あ
ら
か
じ
め

早
め
に
届
け
ら
れ
る
よ

う
努
力
す
る
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結

工
事
請
負
契
約
の
締
結

工
事
請
負
契
約
の
締
結

　令和４年１０月１２日

に第６回臨時会（会期

１日間）が午前１０時

より開会。議案２件の

審議を行い、原案どお

り可決となりました。

議案第43号 工事請負契約の締結

原案可決役場庁舎建設第Ⅰ期工事を条件付一般競争入札により契約するもので、契約金は13億
7478万円。契約の相手方は、日本住宅株式会社郡山支店　支店長　桑島孝昌。 

議案第44号 令和 4年度塙町一般会計補正予算（第 4号）

原案可決歳入歳出それぞれ8130万円を追加し、予算総額を歳入歳出それぞれ76億7799万円とする。
主に住民税非課税世帯への電気・ガス・食料品等価格高騰緊急給付金事業など。

議
案
の
審
議
結
果
一
覧

　

塙
町
役
場
庁
舎
建
設
第
Ⅰ
期
工
事
請
負
契
約
の

締
結
。
条
件
付
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
契
約
す
る

も
の
で
、
契
約
の
相
手
方
は
、
日
本
住
宅
株
式
会

社
郡
山
支
店　

支
店
長　

桑
島
孝
昌
。
完
成
工
期

は
、
令
和
６
年
７
月
26
日
。

13
億
７
４
７
８
万
円

　

コ
ロ
ナ
禍
な
ど
で
資
材
高

騰
の
と
き
に
建
設
工
事
を
進

め
る
の
は
、
税
金
の
無
駄
使

い
の
懸
念
が
あ
る
。
町
の
運

営
見
通
し
等
が
は
っ
き
り
し

て
い
な
い
。
設
計
変
更
に
対

し
て
、
町
民
や
議
会
に
対
し

て
の
説
明
が
足
り
な
い
。
検

討
す
る
余
裕
も
な
い
な
か
議

決
す
る
の
は
疑
問
。

　

庁
舎
建
設
に
つ
い
て
は
、

継
続
費
予
算
を
す
で
に
議
決

し
て
い
る
。
そ
れ
の
契
約
締

結
の
議
案
で
あ
り
、
何
ら
一

切
反
対
す
る
も
の
で
は
な
い
。

議
会
に
提
出
さ
れ
た
額
の
範

囲
内
で
あ
る
ほ
か
、
か
な
り

低
い
額
で
入
札
が
成
立
し
た
。

す
で
に
議
決
し
た
こ
と
の
継

続
案
件
で
あ
る
。

吉
田
克
則
議
員

町
民
や
議
会
へ
の
説
明
が
足
り
な
い

金
澤
太
郎
議
員

す
で
に
議
決
し
た
内
容
の
継
続
案
件

反
対

賛
成

反
対

討

論

一
般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算

８
１
３
０
万
円
を
増
額
補
正
。

【
内　

容
】

◆
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰

緊
急
支
援
給
付
金
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
４
６
０
万
円

　

価
格
高
騰
に
よ
る
家
計
へ
の
影
響
が

大
き
い
低
所
得
世
帯
・
住
民
税
非
課
税

世
帯
等
に
対
し
て
、
１
世
帯
５
万
円
を

給
付
す
る
事
業
。
事
業
費
の
全
額
は
国

の
負
担
。

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
事
業　
　
　
　
　
　

２
６
７
０
万
円

　

国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
臨
時
接
種
事
業
の
実
施
期
間
が
延
長

さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
事
業
費

の
全
額
は
国
の
負
担
。

　
　

給
付
金
の
基
準
日
と
対
象
世
帯
数

　
　

は
。

　
　

令
和
４
年
９
月
30
日
を
基
準
日
と

　
　

し
て
、
非
課
税
世
帯
が
１
０
０
０

世
帯
、
家
計
急
変
世
帯
が
50
世
帯
を
見

込
ん
で
い
る
。

　
　

家
計
急
変
世
帯
と
は
具
体
的
に
ど

　
　

の
よ
う
な
世
帯
か
。

　
　

退
職
等
で
、
収
入
が
予
期
せ
ず
減

　
　

っ
て
し
ま
っ
た
世
帯
が
対
象
と
な

る
。
収
入
状
況
が
急
変
し
た
こ
と
の
分

か
る
書
類
の
提
出
を
求
め
、
県
と
も
協

議
し
な
が
ら
判
定
・
判
断
し
て
い
く
。

ＡＡ QQＡＡ QQ

質
疑
質
疑
質
疑

質
疑
質
疑
質
疑

ICTの取り組み・小水力発電・議会広報活動等を視察
―議会運営委員会および広報常任委員会合同行政視察研修―

１１月１０日・静岡県清水町で「議会広報活動お

よびまちづくりの取り組み」を研修。清水町は、

充実した子育て支援などにより県内からの若い世

代の転入が多い。議会だよりについては、編集ス

ケジュールなどは当町とほぼ同様だが、参考にな

るべき点もあった。まちづくりについては、子育

て冊子の作成・配布のほか「子育てコンシェル

ジュ」を配置し子育て施策の充実、大学等新幹線

通学支援事業、ゆうすいポイントカード、オンラ

イン訪問看護などさまざまな政策を講じており、

学ぶべき点が多いと感じるものであった。

住み続けたい街１位 (2021 静岡県版 )

１１月８日(火)～１０日(木)、全議員１３名が参加して実施し、

今後の議会・議員活動の参考になる意義ある研修となりました。

１１月８日・愛知県安城市で「議会運営全般お

よびＩＣＴ化の取り組み状況」を研修。ＩＣＴ技

術の積極的な活用推進、議会の見える化などを進

めており、ペーパーレス化による経費削減や事務

作業の軽減に役立っている。今後、当町議会にお

いてＩＣＴ化について検討する際は、目指すべき

方向性、何ができるのか、どのような効果がある

のかなどを協議していく必要がある。

ICTの積極的活用、議会の見える化

１１月９日・静岡県富士宮市で「小水力発電事業」

を現地視察を含め研修。富士山の湧水に恵まれ、

用水路等の水を利用して、古くから水力発電事業

が行われており、小水力発電の箇所数と最大発電

出力の合計がともに日本一であることや、水力発

電は、天候の影響を受けず 24 時間発電できる等

のメリットがあるとの説明を受けた。水利権の調

整や常時一定水量

の確保など課題は

あるが、地域経済

への貢献もできる

ものであると認識

した。

日本一の小水力発電のまち

ＡＡ QQ

ＡＡ

QQ

ＡＡ QQ







































































































































































































 

 

塙町議会だより第161号塙町議会だより第161号 2223

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
令和4年10月１日　～　令和4年12月31日

年月日 会 議 名 称

金
澤
太
郎

菊
地
哲
也

鈴
木
元
久

吉
村
守
広

七
宮
広
樹

下
重
義
人

吉
田
広
明

青
砥
與
藏

吉
田
克
則

鈴
木　

茂

藤
田
一
男

鈴
木
孝
則

割
貝
寿
一

4.10. 7 広報常任委員会（議会だより編集） ○ ○ ○ ○ - - ○ ○ - - - - -

4.10.12 議会運営委員会（10 月臨時会運営） - - - - ○ ○ - ○ ○ ○ - ○ ○

4.10.12 10 月臨時会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4.10.12 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4.10.13 広報常任委員会（議会だより編集） ○ ○ ○ ○ - - ○ ○ - - - - -

4.10.21 総務常任委員会（所管事務調査） - ○ - ○ - ○ - ○ ○ - ○ ○ -

4.10.24 町村議会議員研修会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4.10.28 経済常任委員会（所管事務調査） ○ - ○ - ○ - ○ - - ○ - - ○

4.10.28 行政視察研修 - ○ - ○ - ○ - 傷病 ○ - ○ ○ -

4.11.8 ～ 10 議会運営委員会および広報常任委員会合同行政視察研修 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4.11.29 議会運営委員会（12 月臨時会運営） - - - - ○ ○ - ○ ○ ○ - ○ ○

4.12. 5 予算決算常任委員会（塙町振興計画（実施計画）） ○ 傷病 ○ ○ ○ ○ ○ 私用 ○ ○ ○ ○ ○

4.12. 5 全員協議会（令和 4年度定期監査結果報告 ほか）○ 傷病 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4.12. 8 12 月定例会（1日目：議案説明） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4.12. 8 総務常任委員会（閉会中審査内容決定） - ○ - ○ - ○ - ○ ○ - ○ ○ -

4.12. 8 経済常任委員会（閉会中審査内容決定） ○ - ○ - ○ - ○ - - ○ - - ○

4.12. 8 広報常任委員会（閉会中審査内容決定） ○ ○ ○ ○ - - ○ ○ - - - - -

4.12. 9 12 月定例会（2日目：一般質問 6名） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4.12.12 議会運営委員会（追加議案） - - - - ○ ○ - ○ ○ ○ - ○ ○

4.12.12 全員協議会（追加議案） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4.12.12 12 月定例会（最終日：一般質問 3名、議案審議）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4.12.12 議会運営委員会（12 月定例会検証） - - - - ○ ○ - ○ ○ ○ - ○ ○

　議員は会議に出席する義務があり、正当な理由がなく欠席すると罰せられることがあります。議会では欠席の正当な理由と
して、配偶者・親族の葬儀（忌引）、病気・けが（傷病）、突発的事故（事故）、その他議長が認める場合です。表ではそれぞれ、
忌引、傷病、事故、その他と表記し、それ以外の正当な理由外の欠席の場合は私用と表記しました。

議会活動出欠状況

○出席　－該当外

議会のできごと

議員としての研
けんさん

鑽を深める
 福島県町村議会議⻑会主催の町村議会議員
研修会が 10 ⽉ 24 ⽇、ビッグパレットふく
しま（郡⼭市）で開催され、全議員が参加し
ました。県内の町村議会議員が参加する研修
会で、東北⼤学⼤学院情報科学研究科准教授
の河村和徳⽒による「町村議会のあり⽅と今
後の議会改⾰－ウィズコロナを意識して」と、
政治ジャーナリスト・細川隆三⽒による「⽇
本政治の⾏⽅〜ズバリ解説︕政局の焦点」に
ついての講演があり、意義ある研修会となり
ました。町村議会議員研修会に参加しました

１．表紙・裏表紙について

・記事と関連づけた表紙のつくりは良いと

　思った。学生をはじめとした住民にとっ

　て、水郡線が重要である様子が伝わって

　きた。

・「働くから元気になる」の言葉が胸にし

　みた。「忙しい」とぼやいているよりも

　「元気になるため」と思って仕事をする

　方がずっといい。日々の生活に生かした

　いと思った。

２.２～４ページ（７月臨時会）

・町民にも親しみやすく、相談しやすい環

　境はもちろんのことだが、そこで働く役

　場職員が生き生きと働ける空間としても

　重要だと感じる。魅力と活力にあふれる

　町づくりを期待したい。

・一般会計補正予算の賛否は８対４での賛

　成多数で議決となった内容が、よく読み

　取れた。審議する中で賛成の理由と反対

　の理由を議会だよりでこのように明確に

　することにより、町民にその過程を知っ

　てもらうことは、大切なことだと思う。

３.６～１３ページ（令和３年度決算、１２月定例会）

・大切な血税であり、町・町民に真に必要

　なことに有意義に利用いただきたい。

・９月定例会のページは概ね読みやすく、分

　かりやすいと思った。健全化判断比率・資

　金不足比率の報告の項目が興味深かった。

４.１４～１９ページ（一般質問関連）

・各議員が多方面の質問をしていて、その

　答えによって初めて知ることもあり「議

　会だより」が町民の情報源になっている

　なと感じた。

・表紙にも載っている水郡線の存続につい

　て、議会・町が一体となり対応してほし

　い。

５.後半ページについて

・総務常任委員会のレポートで「類似町村

　と比較するとやや悪い状態である。自主

　財源に乏しく地方交付税への依存度が高

　い」さらに「段階的な水道料金改定は喫

　緊の課題」と記されているので、この問

　題についての早急な対応が必要であると

　感じた。

６.その他

・写真や表、グラフ等も多く見やすい紙面

　だったと思う。ただ、大人向けの内容で

　あるとは思うので、もう少し小中学生も

　読めるような内容もあると若い世代から

　のなじみもよくなるのではないか。

　前回 10 月 21 日発行の議会だより 160 号

に対する議会だよりモニターの声を掲載し

ます。

　

議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
も
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年
目
に
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り
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す
。
人
口
問
題

こ
そ
が
、
こ
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未
来
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あ
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課
題
だ
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再
確
認
で
き
ま
し

た
。
日
々
の
生
活
全
て
が
人
あ

り
き
だ
か
ら
で
す
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こ
の
町
の
30
年
後
を
思
う
と

き
、
ゆ
っ
く
り
で
は
な
く
、
何

か
を
き
っ
か
け
に
爆
発
的
な
人

口
増
加
が
で
き
な
い
も
の
か
と

夢
を
は
せ
ま
す
。
荒
唐
無
稽
で

は
あ
り
ま
す
が
、
風
光
明め

い

び媚
、

地
震
に
強
く
首
都
圏
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近
い
長

所
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生
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近
隣
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タ
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す
ね
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口
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増
加
が
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が
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大
おおなわ　

縄いづみさん
（本町）

　

モ
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け
て
２

年
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な
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す
。
毎
号
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持
っ
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感
じ
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多
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き

た
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が
し
ま
す
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分
か
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す
く
伝
え
る
紙
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が
あ
り
ま
す
。
ど
の
よ
う
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疑
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た
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ポ
ー
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魅
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あ
る
議
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よ
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な
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よ
う
お
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立
て
れ

ば
と
思
い
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に
感
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多
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金
かなざわ

澤 誠
せいし

司さん
（植田）


